



































































































































































































































































































 〔投稿受理日2016. 12. 10／掲載決定日2016. 12. 22〕
注
⑴　1872（明治５）年に設立された東京市養育院と
渋沢がかかわりを持ったのは，彼が明治政府を退
官した翌年の1874（明治７）年からである。
⑵　救世軍の信徒は，組織内では軍隊式の階級で呼
ばれ，救世軍人と呼称される。イギリスの本部に
おける救世軍全体の指導者のみが大将と呼称され
る。
⑶　杉山博昭　2015『「地方」の実践からみた日本キ
リスト教社会福祉―近代から戦後まで―』ミネル
ヴァ書房，65頁
⑷　救世軍日本本營　1931. 12. 15『ときのこえ』第
857号２頁及び，救世軍日本本營　1932. 1. 1『とき
のこえ』第858号６頁。
⑸　翻刻には，山室軍平記念救世軍資料館が所蔵し
ている複写を利用させていただいた。
⑹　山室軍平　1926『救世軍略史』救世軍出版及供
給部，3-7頁
⑺　渋沢青淵記念財団竜門社編　1968『渋沢栄一伝
記資料』別巻第５講演談話１，渋沢青淵記念財団
竜門社，524-525頁
⑻　渋沢栄一ほか　1928. 3「子爵澁澤栄一氏を中心
とする座談会」『社会事業』第11巻第12号，財団法
人中央社會事業協會，102頁
⑼　竜門社編　1932. 1『竜門雑誌』第520号，竜門社，
８頁
⑽　渋沢青淵記念財団竜門社編　1959『渋沢栄一伝
記資料』第26巻，渋沢青淵記念財団竜門社，79頁
⑾　渋沢青淵記念財団竜門社編　1968『渋沢栄一伝
記資料別巻第五講演談話一』別巻第５講演談話
１，渋沢青淵記念財団竜門社，525頁。救世軍創立
者ブースが来日したのは1907（明治40）年である
のでほぼ20年前と言って差し支えないと考えられ
168
る。渋沢の日記によれば，同年の３月22日に山室
がブース来日に際しての打ち合わせのために渋沢
邸を訪問したとされている。山室の日記のうち明
治44年以前のものは，火災にあったことにより消
失したとされ，山室軍平記念救世軍資料館にも所
蔵されていない。このため1907（明治40）年のブー
ス来日前後の時期の，山室の日記は確認すること
ができなかった。なお室田窪夫　2013「同志社時
代の山室軍平史料―雑記第二号―」『キリスト教社
会問題研究』第61号，127-152頁によれば，同志社
大学人文科学研究所が所蔵している山室の日記の
うち「雑記　第二号明治二十三年ヨリ明治三十二
年マデ」と題されてまとめて綴じられている，
1890（明治23）年から1899（明治32）年の日記が，
確認されている最も古い日記ということである。
⑿　渋沢青淵記念財団竜門社編　1968『渋沢栄一伝
記資料』別巻第５講演談話１，渋沢青淵記念財団
竜門社，525頁
⒀　山室軍平「澁澤子爵を惜む」1931. 21. 1『ときの
こえ』第856号，救世軍日本本營，５頁
⒁　同上
⒂　同上
⒃　渡辺得男（1884～1954）は当時渋沢事務所に務
めており，渋沢の秘書役的な立場の人間である。
渋沢青淵記念財団竜門社編　1967『渋沢栄一伝記
資料』別巻第４書簡第２，渋沢青淵記念財団竜門
社，612頁。
⒄　救世軍日本本營　1931. 12. 15『ときのこえ』第
857号，救世軍日本本營，２頁
⒅　1932年の７月に出版された救世軍の昭和７年度
の年報である『愛の奉仕』においても，巻頭から
渋沢の追悼文が掲載されている。「澁澤子爵を偲
ぶ」の細部を書き換えた文章であるが，こちらの
記述においても，山室が自ら渋沢に聖書講義を行
うことを提案したように読める記述のままである。
山室軍平　1932「澁澤子爵と救世軍」山室軍平編
『愛の奉仕附救世軍事業報告』救世軍出版及供給
部，1-9頁
⒆　同上
⒇　山室軍平　1932. 1. 1「澁澤子爵を偲ぶ下」『とき
のこえ』第858号，救世軍日本本營，６頁
�　本稿は2014年12月20日の渋沢研究会第201回例会
で行った報告を基に，加筆修正を加えたものであ
る。研究会参加者から多くの有益な示唆をいただ
いたことを感謝いたします。また拙稿の執筆に際
しご協力いただきました，山室軍平記念救世軍資
料館，早稲田大学近代史料研究会の雲藤等先生，
関口直佑先生，片岡浩毅様に感謝いたします。
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